
～ 令和8年　3月　31日

（対象者数） 17 （回答者数）                      15

～ 令和8年　3月　31日

（対象者数） 2 （回答者数）                        2

～ 令和8年　3月　31日

（対象数） 13 （回答数）　　　　　　　　 13
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○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待される

こと

○訪問先施設評価実施期間 令和7年　8月　21日

○訪問先施設評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　5月　15日

工夫していることや意識的に行っている取組等

公表　　事業所における自己評価総括表

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和8年　3月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業所名 大府市発達支援センターおひさま（保育所等訪問支援）

○保護者評価実施期間 令和7年　8月　27日

改善に向けて必要な取組や

工夫が必要な点等

さらに充実を図るための取組等

【センター機能を活かした専門的な支援】

・児童発達支援・相談支援・早期療育事業

など、センター内に蓄積された知見を活か

し、子どもの発達特性を多面的に捉えた助

言・支援

【保育・教育現場に寄り添った実践的支援】

・訪問先施設の現状に合わせて、その場で活かせる具体的

な工夫や環境調整を提案

【多職種で連携した専門的な支援】

・センターに配置された作業療法士・理学

療法士・臨床心理士と連携しながら、子ど

もの発達ニーズに合った支援の組み立てを

提供

【保護者・訪問先施設・センターをつなぐ橋渡し】

・家庭、保育園、幼稚園などそれぞれが別々に困らないよ

う、子どもを中心に関係者が同じ方向を向いていけるよう

調整役を担う

【保育所等訪問支援員の専任配置】

・保育所等訪問支援員の専任配置により、

保護者との面談や訪問先施設への訪問の円

滑な実施

【子どもの「できる」を増やす支援】

・困りごとの軽減だけではなく、子ども本人の強みや良さ

を見つけて、活かす支援を組み立てる

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われる

こと

事業所として考えている課題の要因等

【保育所等訪問員の人員配置】

・保育所等訪問支援員が1名配置のため、対

応可能な件数に限りがある

2

【小学校等への保育所等訪問支援実績】

・現在の訪問支援先は、保育園や幼稚園等

が中心となっており、小学校等への支援実

績がない

1

【保育所等訪問支援日のキャンセル時の対応】

・子どもの体調不良により保育所等訪問支援が中止になっ

た場合、訪問員の配置状況や日程調整の都合上、代替日の

案内が困難な場合がある


